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天界268 ＠

　　　　　　　　　　　試作プラニスフェヤに添へて

　天界266は，一ヶ月間待ちつN“けた甲斐有って，非常に充乱したものでした

が，中にも，先生のPlanisphereのお話しは，すぐ實賊してみました．一一xb

時間をかけましたら，今までの賞品より，すっと良いものが出來ました．今ま

でのものを見ると，オリオンは横にひしゃげ，大犬に至っては，足をひろげて

舌をたらしたやうな形でしたが，立艦投影法によりますと，ちゃんとした形．に

なり，漏足してゐます．たS’，これでは南天が極めて大きくなり，申緯度では

非常に不便になりますので，月日と時刻とを合はせると，裏にはその時の反封

側の天を示します。こうしますと，小さくても，そのわりに圖形は大きくな

り，見易くなります．他に，プラニスフェアの見本を見たことが有りませんの

で，どんなのが有るか知りませんが，實際に作って，割に便利ではないかと思

ひます．特に，資晶は天室の形が攣になるのが最大欠黒占と思ぴます．それに，

構造上，一寸無理が有って，ガタついたり，叉は動きにくNなったりします．

自作のものでは，北天は天頂よりやX南天まで切りぬいてあり，南天では，地

午線をあらはしてなく（北350用），一50。までにして有ります．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1943－9－9　　　　　　　i易　　淺　　一　　纒

天界正誤表

第265號第224頁，下ヨリ1行目
第266判断246頁，16行目
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　　　　第277頁，　6手i一目

　　　　22巻索引，第2頁，右21行目

　　　　　11　J
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第267號表紙第③頁，3丁目
　　　　第288頁，21行目
　　　　表紙第①頁，及，第289頁

　誤
使利です．

挑って來て

目くばせした

西も，

急幸浸605號口占｝こ

マンドロメダ大

　正
便利です．

持って來て

目くばせして

而も，

急幸艮605號に

アンドロメダ大

毒3頁，左12行目ノ「天王星　20，21」チ「テ」ノ部図入レル
Rushell

星圖

1913年

紀要86

ニウカムの正誤表及び書き改め

　　　　　　　誤

Russeil

星光

1939年

紀要87

正言呉｛：1：

1
壌

頁　　行

19

18

i
g
3
g
；
8
｝

　　　　　d2u
　　　　　d2x
　　　　歎の，謝敷に

　　　　　2乗は，
　　　　Rと毒しす［1〔f，

　　　　　loOon
　　　　　の差は

何れも，土の行に績けて書ぐ

　　　　　正
　　　d2u
　　　dx2
　　激の樹歎に，

　其の2乗は，
　Rと書けば，
　looott　＝　16t40n

　　の蓮ひは

駈　●



　　　　　No．268（vol．　xxm）　THE　HEAVENS　No．　lo，　lg43．

箭界蟹26S號「簗23毬）六正九年十二月二十四日第三種郵優物謹可悔月一回（一日｝願行昭緬十八年十丹廿二日剛嗣口裂馬副十月廿五日搬宵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑

1943年　　十二月の天象
　　　Himmel．gerscheinungen　im　Oktober，　1943．

　高城氏の所謂“決戦第24月”だ1　宣戦の大詔を拝して藪に満2年を経た．

先月末日に天王星が封衝であったが，今月は火星と土星とが次ぎ次ぎに封衝

となり，水星は東方へ極犬離i角となり，金星も亦前月に西へ極大離角となっ

た直後で，毎曉の東天を飾ってみる．いつもと違って，なかなか賑かな＋二

月である．

　太陽は月の初めから蛇使ひ康の甫部を運行してみて，8日ば“大雪”の季

節であるが，18日には射手座に入り，23日には極南の赤緯23027’帥ち冬至黙

に達する．之が“冬至”の蔀で，この日より直ちに北上し始める．

　月は4口が」＝弦，12日が満月，20日が下弦，年末に近V・27日が新月であ

る．又1日には近地黙，17日遅は遠地黙，29日には再び近地鐵を通過する．

　水星は常に宥の星で，24日に極大離i角17。となるが，北牛球の我が國では

見るのに不便であらう．むしろ白膚に，望遠鏡で見るが宜い．

　金星は曉の明星であるが，地球よりは漸欠遠ざかり，光度も月初一4．0か

ら月末に一3．7となって，幾らか滅じて行く．

　火星は，前月と今月が最も重要な槻測時期である．月の初め，光度は一1．7，

覗直径は171’6となり，地球からの距離は0．541軍位であるから，10センチ

以上の望遠鏡所イ∫者の書き入れ時である．星座は牛座であるから，これ叉，

我々日本人には最も恵まれた條件である．伊達課長の注意事項に留意しつN，

三者諸氏の熱心な観測を望む．

　木星は夜露以後の天室に可なり高く登って亘る．從って，表面の模檬や，

衛星の陰暦などを槻歯する人は段々多忙となる．しかし一般の観望者は，む

しろ來年になってからの方が便利であらう．

　土星は此の16日が封衝の時期である．星座は牛座で，位置も高いし，地球か

らの距離などの南島も良v・．多少の寒氣をしのv・で．大に観察すべしである．

　天王星も牛座にあって，逆行中．雲士衝は前月の月末であった．これも一年

中の観望の好期節に立ってるる．

　海王星は露天の星だが，日光中にあって，麹望の時期でない．

　冥王星は夜孚直後に南中するので，時期は好v・が，大望遠鏡が必要である．
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